
見送りに駆け付けた支援者らと握手をかわすジュナイドさん
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戻
っ
て
病
院
を
開
く
た
め
ご
一

こ
九
大
医
学
部
麻
酔
科
を
三
月

卒
業
し
た
留
学
生
ジ
ュ
ナ
イ
ド

・
。
シ
ャ
フ
ィ
ッ
ク
さ
ん
宝
石

は
、
母
国
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に

十
九
日
、
母
国
に
向
け
福
岡
空

港
を
出
発
し
た
。
支
援
者
か
ら

ジ
ュ
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さ
ん
の
元
に
寄
せ

ら
れ
た
中
古
の
医
僚
機
器
は
、
ヽ

四
月
五
日
、
船
便
で
門
司
港
か

ら
現
地
に
送
ら
れ
る
予
定
だ
。

　
空
港
に
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、
大
学
や
病
院
の

関
係
者
ら
支
援
者
約
二
十
人
が

に
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国
し
て
準
備
を
進
め
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月
二
日
に
帰
国
す
る
東
大
卒
業

の
サ
ル
ダ
ー
ル
・
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ム
さ
ん

咀
ら
と
と
も
に
準
備
を
始
め
、

。
夏
に
は
開
院
の
予
定
『
ノ

　
ジ
ュ
ナ
イ
ド
さ
ん
は
「
貧
し

い
人
々
の
た
め
の
無
料
の
病
院

が
夢
。
日
本
で
学
ん
だ
技
術
と

機
器
を
生
か
し
て
、
必
ず
夢
を

実
現
さ
せ
ま
す
」
と
意
欲
を
語

っ
て
い
た
。
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